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達成

・朝、昼、夕方の生放送番組において、電話収録等も含めたゲストとのトークコーナーを整備した。
・演劇、読書、映画、音楽、絵画、ゲーム、スポーツなどさまざまな分野から実演者・関係者に出演いただき、リスナーの多様な関心領域に
対応した。
・市民文化祭、さかい夜市、吉コレ、市民会館文化祭、イルミネーション、武藏野アール・ブリュット、七福神めぐり、アニメーション映画
祭など、官民問わずさまざまな地域イベントの関係者に出演いただき、地域活動の活性化に寄与した。
・市民ボランティア団体の協力により、多様な地域人財の発掘・出演につなげた。
・行政情報は武蔵野市にとどまらず、三鷹市や警察、税務署などの関係者にも出演いただいた。
・パーソナリティにおいても独自取材を行い「1talk 1song」「リポート番外編」などのコーナーを企画・実施した。
・ゲスト出演者のX（旧Twitter）を積極的にリポストすることでSNSでの拡散効果を図った。

3,000千円
実

績

値

2,867千円

生放送番組に多くのゲストを招き、地域のにぎわいや多様な関心分野についての情報を伝えることにより目標値を達成した。電話イ
ンタビューの手法はコロナ禍において定着したが、スタジオに足を運ぶことなくゲストトークを行うことが可能となり、ゲスト出演
の範囲を広げた。また、ゲストによるSNS発信やそのリポストを多用することで、むさしのFMの認知度向上につなげた。

過 去 の 実 績

（単位：　　　　　　）

コミュニティＦＭの街と人と社会をつなげる活動として、多彩なゲストに出演してもらうことはコミュニティＦＭの認知度の向上と
いう面でも有効であり、目標を大幅に上回ったことを評価する。番組パーソナリティも掘り下げた独自取材を実施しているため、今
後の効果について期待したい。
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全社員がほぼ毎月策定に参加するという全社的な取り組みによりビジョン策定を進めた。また、番組審議会委員、むさしのFM市民の
会と意見交換を行うことなど、外部からの視点も取り入れた整備につなげた。
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組織の規模感も考慮し放送環境や人材育成について中期的ビジョンを策定しつつ、放送機器更新といった組織の根幹を支える経費に
ついては５年間の具体的な見通しを策定したことは評価できる。また、コミュニティＦＭであり、地域に関連する市民や来街者のた
めに発信しているので、外部の視点を取り入れた策定についても評価できる。
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開局30周年を契機とした中期的ビジョンの策定

取

組

内

容

・６～２月の社内会議において計８回の検討の機会を持つ
・全社員面談ののち全社員参加のブレインストーミングを実施
・番組審議会委員、むさしのFM市民の会と意見交換
・取締役会において10月協議後、３月議決
・「むさしのFM将来ビジョン　30周年を迎えて、これからの羽ばたき」として策定

ビジョン策定
実
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値

様式６ 令和６年度武蔵野市財政援助出資団体経営目標評価シート

過 去 の 実 績

（単位：　　　　　　）
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（単位：千円）
95.6%
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一次評価に記載のとおり目標値はほぼ達成しているものの、過去の実績を勘案すると継続して着実な営業活動等の取組みの継続が求
められる。市や市内団体から委託を受けイベントなどで参加する際に、主催者の理解も得たうえでコミュニティＦＭとしてのＰＲを
図るといった新たな取組みへの着手も検討いただきたい。

・ホームページリニューアルにより、料金表などへのアクセスのしやすさや、メッセージフォームの簡易化などを図り、発注者の利
用環境を整備した。
・吉祥寺活性化協議会での情報提供など多様な事業者と接触する機会を図った。
・市や財援団体、商業関係者、大学等との調整を進め、司会や音響などイベント事業の受託を進めた。
・番組制作などの相談に対し丁寧に対応することで、番組放送の実現に達した。

目標値には、僅かに達しなかったが、企業の広告費がインターネット広告へ移行する中、ほぼ目標値を満たし、前年実績も上回っ
た。地域の医療機関や店舗、イベント実施団体から新たな出稿を得るなど、地域メディアとしての成果にもつながった。既存スポン
サーの安定的な出稿の堅持も含め、着実な営業活動を進めていただきたい。

過 去 の 実 績
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